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 平 成 １ ５ 年 ７ 月 に 成 立 し た 「 次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法 」 に 基 づ き ，

本 市 職 員 が 仕 事 と 子 育 て の 両 立 を 図 る こ と が で き る よ う ， 職 員 の ニ ー

ズ に 即 し た 次 世 代 育 成 支 援 対 策 を ， 計 画 的 か つ 着 実 に 推 進 す る た め ，

平 成 １ ７ 年 ４ 月 に ，「 柏 市 特 定 事 業 主 行 動 計 画 」 を 策 定 し ま し た 。  

 こ の 行 動 計 画 は ， 次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法 が 適 用 さ れ る 平 成 １ ７

年 ４ 月 １ 日 か ら 平 成 ２ ７ 年 ３ 月 ３ １ 日 の １ ０ 年 間 の う ち ， 平 成 １ ７ 年

度 か ら ５ 年 間 を 実 施 期 間 と す る 「 前 期 計 画 」 と し て 策 定 さ れ た も の で

す 。  

 前 期 計 画 で は ，『 既 存 制 度 の 周 知 徹 底 』 を 重 点 事 項 と し ， ハ ン ド ブ

ッ ク の 作 成 ・ 配 布 ， 出 産 予 定 者 と そ の 配 偶 者 を 対 象 と し た 説 明 会 の 開

催 ， 職 員 報 に 各 種 休 暇 制 度 の 紹 介 や 育 児 体 験 談 を 掲 載 し た ほ か ，「 男

性 職 員 の 育 児 参 加 休 暇 」 の 新 設 ， 休 暇 の 取 得 を １ 時 間 単 位 で も 可 能 に

し た 等 ， 様 々 な 取 組 を 行 っ て き ま し た 。  

 今 回 ， 新 た に 策 定 委 員 会 を 立 ち 上 げ ， 前 期 計 画 の 評 価 ・ 見 直 し を 行

い ， 平 成 ２ ２ 年 年 度 か ら 平 成 ２ ７ 年 度 ま で の ５ 年 間 を 実 施 期 間 と す る

「 後 期 計 画 」 を 策 定 し ま し た 。  

 後 期 計 画 で は ， 制 度 周 知 を 徹 底 す る と と も に ，『 休 暇 休 業 の 取 得 促

進 』 を 図 る た め ， 具 体 的 な 数 値 目 標 を 掲 げ ， 毎 年 そ の 達 成 度 を 公 表 す

る こ と と し て い ま す 。  

 職 員 一 人 ひ と り が ， お 互 い の 立 場 を 尊 重 し ， 協 力 し ， 支 え 合 っ て ，

こ の 計 画 が 実 効 性 あ る も の と な る よ う ， 引 き 続 き ご 理 解 ， ご 協 力 を お

願 い い た し ま す 。  

 

 平 成 ２ ２ 年 ５ 月  

  市 長 ， 会 計 管 理 者 ， 水 道 事 業 管 理 者 ， 市 議 会 議 長 ， 選 挙 管 理  

  委 員 会 ， 代 表 監 査 委 員 ， 農 業 委 員 会 ， 教 育 委 員 会 ， 消 防 局 長  
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第１章  総論  

 

 

１  目 的  

  次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法 に 基 づ き ， 本 市 職 員 が 仕 事 と 子 育 て の

両 立 を 図 る こ と が で き る よ う ， 職 員 の ニ ー ズ に 即 し た 次 世 代 育 成 支

援 対 策 を 計 画 的 か つ 着 実 に 推 進 す る た め ， 本 行 動 計 画 を 策 定 し ， 公

表 す る こ と と す る 。  

 

 

２  計 画 期 間  

  次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法 が 適 用 さ れ る の は ， 平 成 １ ７ 年 ４ 月 １

日 か ら 平 成 ２ ７ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で の １ ０ 年 間 で あ る 。  

  本 市 で は ， 平 成 １ ７ 年 度 か ら 平 成 ２ １ 年 度 ま で の ５ 年 間 を 前 期 計

画 ， 平 成 ２ ２ 年 度 か ら 平 成 ２ ７ 年 度 ま で の ５ 年 間 を 後 期 計 画 と し て

策 定 す る 。  

 

 

３  計 画 の 推 進 体 制  

 ( 1 )  次 世 代 育 成 支 援 対 策 を 効 果 的 に 推 進 す る た め ， 行 動 計 画 推 進 委

員 会 を 設 置 す る 。  

 ( 2 )  管 理 職 を 始 め 全 職 員 に 対 し て ， 次 世 代 育 成 支 援 対 策 に 関 す る 研

修 ， 情 報 提 供 等 を 実 施 す る 。  

 ( 3 )  啓 発 資 料 の 作 成 ・ 配 布 ， 研 修 の 実 施 等 に よ り ， 行 動 計 画 の 内 容

を 周 知 徹 底 す る 。  

 ( 4 )  毎 年 少 な く と も １ 回 ， 前 年 度 の 取 組 状 況 や 目 標 に 対 す る 実 績 等

を 職 員 報 ・ 庁 内 Ｌ Ａ Ｎ 等 を 通 じ て 公 表 す る 。  

 ( 5 )  本 計 画 の 実 施 状 況 に つ い て は ， 実 施 後 お お む ね ３ 年 目 に 行 動 計

画 推 進 委 員 会 に お い て 検 証 す る 。 そ の 結 果 や 職 員 の ニ ー ズ を 踏 ま

え た 上 で ， そ の 後 の 対 策 の 実 施 や 計 画 の 見 直 し 等 を 図 る 。  

 ( 6 )  各 所 属 長 及 び 職 員 は ， 本 計 画 の 内 容 を 理 解 し ， そ の 実 施 に 努 め

る 。  
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第２章  これまでの取組状況  

 

 

１  子 育 て 支 援 ハ ン ド ブ ッ ク の 作 成 ・ 配 付  

  出 産 ・ 育 児 に か か る 休 暇 制 度 や 給 付 制 度 の 手 続 を ま と め た ハ ン ド

ブ ッ ク を 作 成 し ， 出 産 予 定 者 及 び そ の 配 偶 者 に 配 付 。  

 

 

２  職 員 報 で の 休 暇 休 業 制 度 の 紹 介  

  「 L e t ´ s 子 育 て  ～ 皆 で 推 進 ， 次 世 代 育 成 ～  」 と 題 し て ， 職 員

報 で 出 産 ・ 育 児 に か か る 休 暇 制 度 ・ 休 業 制 度 を 詳 し く 紹 介 。 ま た ，

仕 事 と 育 児 の 両 立 に 頑 張 る 男 性 職 員 の 日 常 を 紹 介 し た 「 パ パ の 子 育

て 奮 闘 記 」 を 掲 載 。  

 

 

３  連 絡 担 当 者 の 指 名  

  各 職 場 に お い て ， 産 育 休 取 得 者 に 積 極 的 な 情 報 提 供 を 行 う 連 絡 担

当 者 を 決 め る こ と で ， 安 心 し て 子 育 て で き る よ う な 環 境 づ く り と 円

滑 な 復 職 を 支 援 。  

 

 

４  出 産 予 定 者 に 対 す る 説 明 会 の 開 催  

  出 産 予 定 者 及 び そ の 配 偶 者 等 を 対 象 と し た 説 明 会 を 開 催 し ， 休 暇

の 届 出 方 法 や 産 育 休 中 の 給 与 の 取 扱 い ， 給 付 制 度 の 手 続 方 法 な ど に

つ い て 説 明 。  

 ◆ 説 明 会 開 催 状 況 ◆  

 Ｈ １ ７  Ｈ １ ８  Ｈ １ ９  Ｈ ２ ０  Ｈ ２ １  

開 催 回 数  5 回  6 回  6 回  6 回  5 回  

参 加 人 数  2 9 人  

( 7 人 )  

2 8 人  

( 4 人 )  

2 8 人  

( 3 人 )  

2 5 人  

( 4 人 )  

2 8 人  

( 3 人 )  

  ＊ （  ） 内 は 男 性 の 参 加 者 数 で 内 数 を 示 す 。  
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５  「出産補助休暇」及び「子供看護休暇」取得要件緩和 

  １ 日 単 位 で し か 取 得 で き な か っ た 「 出 産 補 助 休 暇 」 及 び 「 子 供 看

護 休 暇 」 に つ い て ， １ 時 間 単 位 で の 取 得 も 可 能 に し た 。  

 ◆ 出 産 補 助 休 暇 ◆  

 Ｈ １ ７  Ｈ １ ８  Ｈ １ ９  Ｈ ２ ０  Ｈ ２ １  

取 得 者 数  2 6 人  2 8 人  2 3 人  4 2 人  2 1 人  

取 得 日 数  6 6 . 7 5 日 7 4 . 6 2 5 日 6 1 日  107.125 日 5 9 日  

 

 ◆ 子 供 看 護 休 暇 ◆  

 【 男 性 職 員 】  

 Ｈ １ ７  Ｈ １ ８  Ｈ １ ９  Ｈ ２ ０  Ｈ ２ １  

取 得 者 数  2 4 人  3 7 人  4 7 人  4 3 人  5 8 人  

取 得 日 数  5 6 . 8 7 5 日 107.875 日 1 1 6 . 2 5 日 1 2 5 . 2 5 日 2 0 9 . 5 日

 【 女 性 職 員 】  

 Ｈ １ ７  Ｈ １ ８  Ｈ １ ９  Ｈ ２ ０  Ｈ ２ １  

取 得 者 数  3 5 人  4 2 人  5 0 人  6 0 人  5 8 人  

取 得 日 数  8 5 . 3 7 5 日 1 1 2 . 5 日 154.375 日 1 9 3 日  238.375 日

 

 

６  「 男 性 職 員 の 育 児 参 加 休 暇 」 を 新 設  

  妻 の 産 前 産 後 の 期 間 中 に お い て ， 男 性 職 員 の 積 極 的 な 育 児 参 加 を

促 進 す る た め ，「 男 性 職 員 の 育 児 参 加 休 暇 」 を 新 設 。  

 ◆ 男 性 職 員 の 育 児 参 加 休 暇 ◆  

 Ｈ １ ７  Ｈ １ ８  Ｈ １ ９  Ｈ ２ ０  Ｈ ２ １  

取 得 者 数  5 人  1 1 人  1 人  1 2 人  6 人  

取 得 日 数  2 2 日  4 0 . 2 5 日 5 日  4 9 . 7 5 日 1 6 . 6 2 5 日

 

 

７  育 休 代 替 任 期 付 職 員 の 採 用  

  職 員 か ら 育 児 休 業 の 請 求 が あ っ た 場 合 ， そ の 請 求 期 間 を 限 度 に

あ ら か じ め 任 期 を 定 め て ， 育 児 休 業 を 取 得 す る 職 員 の 代 替 と し て

採 用 。  
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 ◆ 育 児 休 業 の 取 得 状 況 ◆  

 Ｈ １ ７  Ｈ １ ８  Ｈ １ ９  Ｈ ２ ０  Ｈ ２ １  

6 月 以 下  0 人  0 人  2 人  

( 1 人 )  

0 人  1 人  

6 月を超え１年以下 4 人  9 人  1 0 人  7 人  4 人  

1 年を超え 2 年以下 1 9 人  1 1 人  1 8 人  8 人  1 6 人  

2 年 以 上  7 人  6 人  1 0 人  8 人  8 人  

  ＊ 各 年 度 内 に お い て ， 新 規 で 育 児 休 業 の 請 求 が あ っ た 数 。  

  ＊ （  ） 内 は 男 性 職 員 で 内 数 を 示 す 。  

 

 ◆ 任 期 付 職 員 採 用 状 況 ◆  

採 用 年 月 日  職 種  採 用 者 数  

平 成 １ ８ 年  ８ 月 １ 日  保 育 士  5 人  

平 成 ２ １ 年  ６ 月 １ 日  保 育 士  9 人  

平 成 ２ １ 年  ７ 月 １ 日  保 育 士  3 人  

平 成 ２ １ 年 １ ０ 月 １ 日  保 健 師  1 人  

 

 

８  「 育 児 ・ 介 護 の た め の 遅 出 勤 務 制 度 」 の 導 入  

  平 成 ２ １ 年 ４ 月 １ 日 か ら ， 勤 務 時 間 が 午 前 ８ 時 ３ ０ 分 か ら 午 後 ５

時 １ ５ 分 ま で に 変 更 さ れ た こ と に 伴 い ， 育 児 ， 介 護 等 の 特 別 な 事 情

の あ る 職 員 に つ い て は ， 遅 出 勤 務 （ 午 前 ８ 時 ４ ５ 分 か ら 午 後 ５ 時 ３

０ 分 ま で ） を 認 め る 。  

平 成 ２ １ 年 ４ 月 １ 日 時 点 で の 適 用 者  2 5 人  

 

 

９  「 育児部分休業制度」の対象となる子の範囲の拡大 

  育 児 部 分 休 業 （ 部 分 休 業 ） の 対 象 と な る 子 の 年 齢 要 件 を ，「 ３ 歳

に 満 た な い 子 」 か ら 「 小 学 校 就 学 前 の 子 」 に 拡 大 。  

平 成 ２ １ 年 ４ 月 １ 日 時 点 で の 申 請 者  1 3 人  
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10  時 間 外 ・ 休 日 勤 務 の 削 減 へ 向 け た 取 組  

  平 成 １ ８ 年 ７ 月 に 「 時 間 外 勤 務 の 削 減 に 関 す る 指 針 」 を 策 定 し ，

こ の 指 針 に 基 づ き ， 削 減 へ 向 け 様 々 な 取 組 を 行 っ て い る 。  

 ◆ 時 間 外 勤 務 の 状 況 ◆  

 Ｈ １ ７  Ｈ １ ８  Ｈ １ ９  Ｈ ２ ０  Ｈ ２ １  

時 間 数  216 ,802H 187 ,787H 195 ,055H 212 ,215H 240 ,854H

1 人・1 月あたりの平均 1 4 . 5 H  1 3 . 0 H  1 3 . 5 H  1 4 . 6 H  1 6 . 5 H  

 

 ( 1 )  定 時 退 庁 日 の 設 定  

   毎 週 水 曜 日 を 「 ノ ー 残 業 デ イ 」 と し て 設 定 し ， 全 庁 放 送 に よ る

注 意 喚 起 を 図 り ， 職 員 に 速 や か な 退 庁 を 呼 び か け た 。  

 ( 2 )  時 間 外 勤 務 が 多 い 職 員 に 対 す る 産 業 医 と の 面 談  

   ① １ 月 当 た り １ ０ ０ 時 間 を 超 え る 場 合 ， ② ２ 月 な い し ６ 月 の 平

均 で １ 月 当 た り ８ ０ 時 間 を 超 え ， 産 業 医 等 が 必 要 と 認 め る 場 合 ，

③ ３ 月 連 続 で １ 月 当 た り ４ ５ 時 間 を 超 え ， 産 業 医 等 が 必 要 と 認 め

る 場 合 に 産 業 医 と の 面 談 を 実 施 。  

   ま た ， 人 事 担 当 課 に お い て ， 時 間 外 勤 務 の 多 い 職 員 の 所 属 長 に

対 し て 必 要 に 応 じ 指 導 を 行 っ た 。  

 ◆ 面 談 実 施 状 況 ◆  

 Ｈ １ ７  Ｈ １ ８  Ｈ １ ９  Ｈ ２ ０  Ｈ ２ １  

面 談 回 数  9 回  1 4 回  1 7 回  1 7 回  1 4 回  

面 談 者 数  3 6 人  3 4 人  6 3 人  5 6 人  4 1 人  

 

 

11  年 次 有 給 休 暇 の 取 得 の 促 進  

  毎 年 ， 前 年 度 の 年 休 取 得 日 数 を 公 表 し ， 年休の計画的な取得促進を

図るよう呼びかけた。  

 ◆ 年 次 有 給 休 暇 取 得 状 況 ◆  

 Ｈ １ ７  Ｈ １ ８  Ｈ １ ９  Ｈ ２ ０  Ｈ 2 1  

行 （ 一 ）  1 2 . 0 日  1 3 . 1 日  1 2 . 7 日  1 3 . 0 日  1 3 . 4 日  

行 （ 二 ）  1 8 . 3 日  1 8 . 9 日  1 8 . 7 日  1 8 . 2 日  1 8 . 9 日  

計  1 3 . 0 日  1 4 . 0 日  1 3 . 6 日  1 3 . 8 日  1 4 . 1 日  
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第３章  今後の具体的な取組内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

( 1 )  既 存 制 度 の 周 知 徹 底  継 続  

  妊 娠 ・ 出 産 に 関 す る 特 別 休 暇 や 経 済 的 支 援 に つ い て 紹 介 し た ハ ン

ド ブ ッ ク の 充 実 を 図 る と と も に ， 職 員 報 や 庁 内 Ｌ Ａ Ｎ を 通 じ て ， 積

極 的 に 情 報 提 供 を す る こ と で ， 職 員 に 周 知 徹 底 を 図 り ， 制 度 の 利 用

を 奨 励 す る 。  

目  標  
 「 男 性 職 員 用 」 や 「 所 属 長 用 」 な ど ， 利 用 者 に 合 わ せ  

た ハ ン ド ブ ッ ク を 作 成 す る 。  

 

 

( 2 )  出 産 予 定 者 に 対 す る 説 明 会 の 開 催  継 続  

  出 産 予 定 者 に 対 す る 説 明 会 で は ， 夫 婦 そ ろ っ て の 参 加 を 促 す と と

も に ， 庁 内 Ｌ Ａ Ｎ を 通 じ て ， 説 明 会 へ の 参 加 を 広 く 募 集 す る 。  

目  標  
 説 明 会 １ 回 の 開 催 に つ き ， 男 性 の 参 加 を １ 名 以 上 に す  

る 。  

 

 

( 3 )  職 員 全 体 に 対 す る 意 識 啓 発 等  新 規  

  人 事 担 当 課 は ， 各 種 の 研 修 機 会 を 捉 え ， 次 世 代 育 成 支 援 対 策 に 係

る 状 況 や 本 市 の 取 組 な ど を 周 知 す る 。  

 

１１   出出産産やや育育児児ににかかかかるる制制度度のの

周周知知ににつついいてて   
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( 1 )  休 暇 休 業 制 度 の 取 得 促 進  継 続  

  職 員 報 を 通 じ て ， 休 暇 休 業 制 度 の 取 得 例 ・ 体 験 談 な ど を 紹 介 し ，

職 員 に 対 し 休 暇 休 業 等 の 取 得 を 積 極 的 に 働 き か け ， 取 得 促 進 を 図 る 。  

 

 

( 2 )  休 暇 休 業 を 取 得 し や す い 職 場 環 境 づ く り  継 続  

 ①  取 得 の 妨 げ と な る 「 気 兼 ね 」 が な く な る よ う 職 場 全 体 で 支 援 す

る 。  

 ②  所 属 長 は ， 男 性 職 員 を 含 め 育 児 休 業 等 を 取 得 し や す い 職 場 環 境

づ く り に 努 め ， 休 暇 休 業 等 の 取 得 の 申 出 が あ っ た 場 合 に は ， 業 務

に 支 障 が 生 じ る こ と の な い よ う ， 業 務 分 担 の 見 直 し を 行 う 。  

 ③  子 育 て 中 の 職 員 は ， 急 に 休 暇 を 取 得 し た 場 合 で も 所 属 が 困 る こ

と の な い よ う ， 日 頃 か ら 周 囲 の 職 員 や 所 属 長 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン を 図 り ， 業 務 に 係 る 情 報 の 共 有 化 に 努 め る 。  

 

 

( 3 )  健 康 相 談  継 続  

  職 員 の 健 康 管 理 担 当 （ 保 健 師 ） に よ る 健 康 相 談 を 随 時 受 け ら れ る

よ う に す る 。  

 

 

( 4 )  育 児 休 業 を 取 得 し た 職 員 の 円 滑 な 職 場 復 帰 の 支 援 継 続  

 ①  所 属 長 は ， 産 育 休 取 得 者 と の 連 絡 担 当 者 を 指 名 し ， 人 事 担 当 課

へ 報 告 す る 。 休 業 中 も 市 政 や 担 当 業 務 に 関 す る 情 報 を 得 て ， ま た

双 方 で 連 絡 を 取 り 合 い 所 属 と 本 人 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る こ

と に よ っ て ， 復 帰 時 の 不 安 を 解 消 し ， 円 滑 な 復 職 を 支 援 す る 。   

 ②  人 事 担 当 課 は ， 復 職 前 の 職 員 に 対 し て ， 子 育 て に 関 す る 休 暇 制

度 や 改 正 の あ っ た 服 務 の 内 容 に つ い て の 案 内 を 送 付 し ， 円 滑 な 復

職 を 支 援 す る 。  

２２   休休暇暇休休業業のの取取得得とと職職場場復復帰帰

にに向向けけたた取取組組ににつついいてて   
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 ③  所 属 課 は ， 復 職 前 の 職 員 に 対 し て ， 必 要 に 応 じ て 面 談 を 実 施 し ，

担 当 業 務 に つ い て 休 業 期 間 中 の 経 緯 と 現 在 の 状 況 ， ま た 復 職 後 の

事 務 分 担 等 に つ い て 説 明 を し ， ス ム ー ズ に 復 職 で き る よ う 支 援 す

る 。  

 

 

( 5 )  育 児 休 業 に 伴 う 代 替 職 員 の 確 保  継 続  

  人 事 担 当 課 は ， 職 員 が 安 心 し て 育 児 休 業 を 選 択 で き ， か つ 育 児 休

業 を 取 得 し よ う と す る 職 員 が 担 当 し て い る 業 務 に 支 障 が 出 な い よ う ，

臨 時 的 任 用 制 度 や 任 期 付 任 用 制 度 等 の 活 用 に よ る 適 切 な 代 替 要 員 の

確 保 を 図 る 。  

 

 

( 6 )  男 性 職 員 の 子 育 て 参 加 に 向 け た 取 組  新 規  

  人 事 担 当 課 は ， 男 性 職 員 を 対 象 と し た 育 児 講 座 や 料 理 教 室 等 を 企

画 し ， 男 性 職 員 に 家 事 や 育 児 の 知 識 ・ 技 術 を 身 に つ け て も ら う こ と

で ， 積 極 的 な 子 育 て 参 加 を 促 す 。  

 

 

( 7 )  制 度 の 見 直 し  新 規  

 ①  配 偶 者 が 育 児 休 業 を 取 得 し て い る 場 合 で あ っ て も ， 育 児 休 業 及

び 育 児 部 分 休 業 の 取 得 を 可 能 と す る よ う 制 度 を 見 直 す 。  

 ②  「 子 供 看 護 休 暇 」 の 要 件 の 緩 和 や 付 与 日 数 の 拡 充 ，「 短 期 介 護

休 暇 」 の 新 設 ，「 育 児 短 時 間 勤 務 制 度 」「 時 差 出 勤 」 の 導 入 等 ，

国 ・ 県 ・ 近 隣 市 の 動 向 を 踏 ま え ， 引 き 続 き 検 討 を 進 め る 。  

 

目  標  

 以 上 の 取 組 を 通 じ て ，  

  ①  男 性 職 員 の 育 児 休 業 取 得 者 を 対 前 年 度 比 の ＋ １  

人 と す る 。  

  ②  「 出 産 補 助 休 暇 」，「 男 性 職 員 の 育 児 参 加 休 暇 」，  

「 子 供 看 護 休 暇 」 の 取 得 者 数 に つ い て ， 対 前 年 度  

比 で ５ ％ の 増 加 を 目 指 す 。  
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( 1 )  時 間 外 勤 務 命 令 の 制 限 ， 業 務 分 担 の 見 直 し  継 続  

 ①  所 属 長 は ， 妊 娠 中 及 び 出 産 後 の 職 員 の 健 康 や 安 全 に 配 慮 し ， 申

出 の 有 無 に 関 わ ら ず ， 時 間 外 勤 務 命 令 を 制 限 し た り ， 業 務 分 担 の

見 直 し を 図 る よ う 努 め る 。  

 ②  ３ 歳 未 満 の 子 を 養 育 す る 職 員 か ら 申 出 が あ っ た 場 合 ， 公 務 に 支

障 が な い と 認 め ら れ る と き は ， 時 間 外 ・ 休 日 勤 務 を し な い こ と を

承 認 す る 。  

   ま た ， 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 子 を 養 育 す る 職 員 又 は

要 介 護 者 の あ る 職 員 か ら 申 出 が あ っ た 場 合 ， 公 務 に 支 障 が な い と

認 め ら れ る と き は ， 深 夜 勤 務 （ 午 後 １ ０ 時 か ら 午 前 ５ 時 ） 及 び 時

間 外 勤 務 の 制 限 を 行 う 。  

 

 

( 2 )  定 時 退 庁 の 促 進  継 続  

 ①  時 間 外 勤 務 本 来 の 目 的 を 再 確 認 し ， 人 事 担 当 課 は ， 毎 月 の 時 間

外 勤 務 に つ い て ， 庁 内 Ｌ Ａ Ｎ 等 を 通 じ て ， 各 所 属 ご と の 時 間 数 を

公 表 し ， 縮 減 に 向 け て 意 識 啓 発 を 図 る 。  

 ②  所 属 長 は ， 時 間 外 勤 務 の 事 前 命 令 ・ 事 後 確 認 を 徹 底 し ， 所 属 職

員 の 時 間 外 ・ 休 日 勤 務 の 状 況 を 常 に 把 握 す る と と も に ， 特 定 の 職

員 に 負 担 が か か る こ と が な い よ う に 努 め る 。 ま た ， サ ー ビ ス 残 業

は さ せ な い 。  

 ③  所 属 長 は ， 定 時 以 降 の 会 議 や 打 合 せ を 控 え る な ど ， 職 員 が 定 時

退 庁 し や す い 職 場 環 境 づ く り に 努 め る 。  

 

 

( 3 )  事 務 の 合 理 化 の 推 進  継 続  

  所 属 長 は ， 業 務 量 の 見 直 し や 事 務 処 理 体 制 の 見 直 し 等 に よ る 事 務

の 合 理 化 を 図 る と と も に ， 職 員 は ， 効 率 的 な 事 務 遂 行 を 図 る 。  

 

３  時間外・休日勤務の制限・

免除及び縮減について 
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( 4 )  ノ ー 残 業 デ イ の 実 施 徹 底  継 続  

  ノ ー 残 業 デ イ の 実 施 日 は ， 人 事 担 当 課 は 引 き 続 き 庁 内 放 送 に よ る

注 意 喚 起 を 図 る と と も に ， 庁 内 の 見 回 り を 実 施 す る 。  

  そ の 他 ， １ ０ 月 １ 日 ～ １ ０ 月 ７ 日 の 定 時 退 庁 週 間 （ リ フ レ ッ シ ュ

ウ ィ ー ク ）， 各 所 属 ご と の 定 時 退 庁 週 間 （ リ ラ ッ ク ス ウ ィ ー ク ） や

強 化 月 間 を 設 定 す る な ど 全 庁 的 に 取 り 組 む 。  

 

 

( 5 )  時 間 外 勤 務 が 多 い 職 員 の 把 握 ， 指 導  継 続  

  人 事 担 当 課 は ， 時 間 外 勤 務 が 多 い 職 員 を 把 握 し ， 当 該 部 署 の 所 属

長 に 対 し 指 導 を 行 う 。  

 

 

( 6 )  産 業 医 と の 面 談  継 続  

  人 事 担 当 課 は ， 時 間 外 勤 務 が 多 い 職 員 に 産 業 医 と の 面 談 機 会 を 設

定 し ， 健 康 管 理 に 配 慮 す る 。  

 

 

目  標  

 以 上 の よ う な 取 組 を 通 じ て ，  

  ①  各 職 員 の １ 年 間 の 超 過 勤 務 時 間 数 に つ い て ， 人  

事 院 指 針 に 定 め る 上 限 時 間 の ３ ６ ０ 時 間 を 超 え る  

こ と が な い よ う に 努 め る 。  

  ②  産 業 医 の 面 談 が 必 要 な 長 時 間 勤 務 職 員 を ， 毎 年  

度 １ ０ ％ ず つ 低 減 さ せ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 



 11

 

 

 

 

 

( 1 )  年 次 有 給 休 暇 の 取 得 の 促 進  継 続  

 ①  所 属 長 は ， 年 度 当 初 に ， 所 属 に お け る 業 務 計 画 を 策 定 ・ 周 知 す

る こ と に よ り ， 職 員 の 計 画 的 な 年 次 有 給 休 暇 の 取 得 促 進 を 図 る 。  

 ②  所 属 長 は ， 事 務 処 理 に お い て 相 互 応 援 が で き る 体 制 を 整 備 す る

な ど ， 職 員 が 年 次 有 給 休 暇 を 取 得 し や す い 環 境 づ く り に 努 め る 。  

 ③  所 属 長 は ， 職 員 の 年 次 有 給 休 暇 の 取 得 状 況 を 把 握 し ， 年 次 有 給

休 暇 の 取 得 率 向 上 を 図 る 。  

 ④  人 事 担 当 課 は ， 年 次 有 給 休 暇 取 得 状 況 の 確 認 を 行 い ， 取 得 率 が

低 い 部 署 の 所 属 長 に 対 し 指 導 を 行 う 。  

 ⑤  所 属 長 は ， 職 員 及 び そ の 家 族 の 誕 生 日 等 の 記 念 日 や ， 子 ど も の

学 校 行 事 等 ， 家 族 と の ふ れ あ い の た め の 年 次 有 給 休 暇 の 促 進 や ，

職 員 の 心 身 の リ フ レ ッ シ ュ の た め の 年 次 有 給 休 暇 が 取 得 し や す い

環 境 づ く り に 努 め る 。  

 

 

( 2 )  連 続 休 暇 等 の 取 得 の 促 進  継 続  

 ①  所 属 長 は ， ゴ ー ル デ ン ・ ウ ィ ー ク や 旧 盆 該 当 期 間 に お け る 会 議

の 開 催 を 自 粛 し ， 職 員 が 連 続 休 暇 を 取 得 し や す い 環 境 の 整 備 に 努

め る 。  

 ②  所 属 長 及 び 職 員 は ， 週 休 日 ， 国 民 の 祝 日 又 は 夏 季 休 暇 と 合 わ せ

て 連 続 し た 年 次 有 給 休 暇 が 取 得 し や す い 環 境 づ く り に 努 め る 。  

 

 

目  標  

 以 上 の 取 組 を 通 じ て ，  

 職 員 １ 人 あ た り の 年 次 有 給 休 暇 の 最 低 取 得 日 数 を １ ０  

日 と し ， １ ０ 日 以 上 年 次 有 給 休 暇 を 取 得 し た 職 員 数 に つ  

い て の 「 達 成 率 」 を 増 加 さ せ る 。  

 

４４   年年次次有有給給休休暇暇のの取取得得促促進進にに

つついいてて   
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( 1 )  セ ク ハ ラ ， パ ワ ハ ラ の 防 止  継 続  

  人 事 担 当 課 は ， セ ク シ ャ ル ハ ラ ス メ ン ト や パ ワ ー ハ ラ ス メ ン ト 防

止 の た め の 研 修 を 実 施 す る 。  

 

 

( 2 )  人 事 異 動 に お け る 配 慮  継 続  

  人 事 担 当 課 は ， 人 事 異 動 を 行 う 場 合 ， 当 該 職 員 の 自 己 申 告 及 び 申

出 を 考 慮 し た 上 で ， 子 育 て や 家 庭 の 状 況 に 応 じ た 配 慮 に 努 め る 。  

 

 

( 3 )  子 育 て に 向 け た 職 員 ニ ー ズ 等 の 把 握  新 規  

  次 世 代 育 成 支 援 に 向 け て ， ど の よ う な ニ ー ズ が あ る の か ， 必 要 に

応 じ て ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 す る 。  

  ま た ， 休 暇 や 休 業 の 取 得 状 況 ， 時 間 外 ・ 休 日 勤 務 の 実 施 状 況 を 把

握 し ， 次 世 代 育 成 支 援 の 観 点 か ら 必 要 な 措 置 を 検 討 し て い く 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５   そそのの他他次次世世代代育育成成支支援援対対策策

にに関関すするる事事項項ににつついいてて   


